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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　煙草箱を収納する硬質の包装容器であって、
　前記煙草箱（２）が、角柱形状から成り、ほぼ三角形断面を示し、
　前記煙草箱（２）が、互いに平行で互いに接して配列され、
　所定の長手方向の主軸線（Ｌ）を有する包装容器において、
　前記煙草箱（２）が角柱形状であり台形の長手方向断面を示す、煙草箱の少なくとも一
つのグループ（１５）を形成するように、
　前記煙草箱（２）は、それぞれの長手方向軸線（５）が、前記包装容器の長手方向の主
軸線（Ｌ）と直角に延伸して前記包装容器の内側に配置され、
　包装容器（１）が、矩形の底面（１０）と、前記底面（１０）のそれぞれの短辺（１２
）と結合する二つの互いに向き合う側面（１１）と、互いに平行で前記底面（１０）のそ
れぞれの長辺（９）と結合する前面（７）と後面（８）と、前記底面（１０）に平行で矩
形外形のアクセス開口部（１３）と、を包含して、包装容器（１）が角柱の外観から成り
、台形の長手方向断面を示し、
　前記煙草箱の少なくとも一つのグループ（１５）は、それぞれの側面（４）が、前記底
面（１０）に向けられ、その上に置いて配置される煙草箱（２）の第一列（１５ａ）と、
それぞれの側面（４）が、前記アクセス開口部（１３）に向けられ、それに面して配置さ
れる煙草箱（２）の第二列（１５ｂ）とを包含し、前記第一列（１５ａ）の二つの対応す
る煙草箱（２）の間に、前記第二列（１５ｂ）の各煙草箱（２）を挟み込む、
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　ことを特徴とする、包装容器。
【請求項２】
　前記前面と後面（７、８）は、前記底面（１０）によって占められる平面に垂直な平面
を占め、前記底面（１０）の長辺（９）に隣接する長い底辺（７ａ、８ａ）、前記アクセ
ス開口部（１３）の長辺に隣接する短い底辺（７ｂ、８ｂ）、及びそれぞれの側面（１１
）に各々が隣接する二つの角をなす辺（７ｃ、８ｃ）から構成される二等辺台形の外形を
含む、請求項１に記載の包装容器。
【請求項３】
　前記側面（１１）の各々が、前記底面（１０）によって占められる平面に対し相対的に
傾く平面を占め、前記アクセス開口部（１３）の短辺に隣接する上端部（１１ａ）、前記
底部（１０）の短辺（１２）に隣接する底端部（１１ｂ）、及び前面と後面（７、８）の
それぞれの角をなす辺（７ｃ、８ｃ）に各々が隣接する二つの側端部（１１ｃ）を含む、
請求項２に記載の包装容器。
【請求項４】
　外形が前記開口部（１３）の外形と一致し、蝶番線（Ａ）に沿って少なくとも前記前面
（７）又は前記後面（８）に接合し、従って前記底面（１０）に平行に配置され、前記開
口部（１３）を閉鎖する閉じた位置と、前記開口部（１３）から間隔を置く開いた位置と
の間を移動できる上面（１４）をさらに包含する、請求項１から３のいずれか一項に記載
の包装容器。
【請求項５】
　透明で熱収縮する材料から形成される保護用の上包み材をさらに包含する、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の包装容器。
【請求項６】
　長手方向の主軸線（Ｌ）を横断して横方向に配置される対称軸線（１７）を備える包装
材料の平らな打ち抜き半製品（１６）から形成され、二つの横方向の折り目線（１８、１
９）と、さらに長手方向の軸線（Ｌ）に平行に延伸し、前記横方向の折り目線（１８、１
９）の間を結び、前記包装容器（１）の面（７、８、１０、１４）となる複数の長手方向
に延在するパネル（７’、８’、１０’、１４’）の範囲を画定する複数の予め折り曲げ
られた折り曲げ部（２０、２１、２２、２３）と、少なくとも一つの長手方向に延在する
接続折り返し片（１４ａ）とを有し、少なくとも一つの前記長手方向に延在するパネル（
７’、８’、１０’１４’）が、二つのほぼ矩形の向き合う端部の折り曲げ部（１１’）
を有し、少なくとも二つの前記長手方向に延在するパネル（７’、８’、１０’１４’）
が、それらの二つの向き合う端部で、前記包装容器（１）の側面（１１）を形成する前記
それぞれの端部の折り曲げ部（１１’）と合体して結合されるようになっているそれぞれ
の舌状部（２４）を有する、請求項１から５のいずれか一項に記載の包装容器。
【請求項７】
　前記端部の折り曲げ部（１１’）を有する前記パネル（１０’）が、前記底面（１０）
となり、前記それぞれの舌状部（２４）を有する前記二つのパネル（７’、８’）が、前
記前面（７）と前記後面（８）とにそれぞれなるように、前記底面（１０）となる前記パ
ネル（１０’）のいずれかの辺に配置される、請求項６に記載の包装容器。
【請求項８】
　前記それぞれの舌状部（２４）を有する前記二つのパネル（７’、８’）が、二等辺台
形の外形から成る、請求項６又は７に記載の包装容器。
【請求項９】
　前記半製品（１６）が、前記後面（８）となる前記パネル（８’）に隣接して配置され
、前記上面（１４）となる少なくとも一つの長手方向に延在するパネル（１４’）を包含
する、請求項８に記載の包装容器。
【請求項１０】
　前記長手方向に延在する接続折り返し片（１４ａ）が、二等辺台形の外形から成り、前
記後面（８）となる前記パネル（８’）から遠い辺で、前記上面（１４）となる前記長手
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方向に延在するパネル（１４’）と接合され、前記前面（７）となる前記長手方向に延在
するパネル（７’）と係合できる、請求項９に記載の包装容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、煙草箱の収納に役立つ硬質の包装容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　用語の包装容器は、原則としてほぼ直方体の形状からなる煙草箱に適合するようになっ
ている、「カートン」として周知の硬質の容器を表すために、ここでは概ね使用される。
【０００３】
　第一タイプの包装容器は、尖った角端部を有し、長手方向の主軸線を有する扁平な平行
六面体としてほぼ見え、隣り合わせに配列され、長手方向軸線に沿って延伸する一列又は
それ以上の列を形成するように、互いに接触して配置される複数の煙草箱を収納する。
【０００４】
　第二タイプの包装容器は、尖った角端部を有し、この場合は垂直軸を有するほぼ平行六
面体の外観を示し、カップ型形態の蓋の様なものを備え、蝶番を介して容器に接続され、
従って容器の開口する上端部をそれぞれに曝す及び隠す、開いた位置と閉じた位置との間
で回転することが可能なカップ型容器と、さらに、開口する上端部から突出ていて、閉じ
た位置にある場合に蓋を保持する強化フレームとを包含する。このタイプの包装容器によ
って、煙草箱は、互いに接して配置され、同一包装容器の垂直軸線を横断して配置される
それぞれの軸線に沿って整列される二つの列に配列される。
【０００５】
【特許文献１】欧州特許第１２４００８８号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第７６４５９５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上で概略を述べた二つのタイプの硬質の包装容器は、直方体以外の形状を示す煙草箱の
ためのカートンとして不適切である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の目的は、出来る限り単純で経済的に具現化される平らな打ち抜きの半製品から
得ることが可能で、直方体とは著しく形状を異にする煙草箱に適合でき、さらに、その製
造のための包装材料が比較的に適切な量を必要とする、硬質の包装容器を提供することで
ある。
【０００８】
　述べられた目的は、幾何学的に長手方向の主軸線を有する、多数の煙草箱を収納するた
めに役立つ硬質の包装容器の本発明に従って十分に理解され、長手方向に台形断面の角柱
形状を示すことを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明は、添付の図面を活用して例示によって、ここに詳細に述べられるだろう。
【００１０】
　図１を参照して、符号１は全体として包装容器を表し、包装容器は、詳細には、特許文
献１に開示され、全記述を備えることの利益において参照によってここに組込まれるよう
な複数の煙草箱２を保持するようになっていて、一つの煙草箱２は、ほぼ三角形断面の角
柱として見える外包装容器３から成り、それ故に、角柱の長手方向の主軸線５と平行に全
て配置されるほぼ矩形の外形の三つの隣接する側面４と、二つのほぼ三角形の端部面６と
を有する。
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【００１１】
　包装容器１は、煙草箱２の軸線５を横断して配置され「Ｌ」で表示される長手方向の主
軸線を有し、ほぼ台形の長手方向断面の角柱として見える。
【００１２】
　特に、包装容器１は、二等辺台形の外形として認識される長手方向の断面を示し、台形
の外形は正面７と後面８によって表示されることが分かるだろう。
【００１３】
　さらに正確には、上述の包装容器１の正面７と後面８とは、長手方向の主軸線「Ｌ」に
平行に延在し、ほぼ矩形の底面１０の二つのそれぞれの長辺９、及びこれらの同じ三つの
面７と８と１０に対して横方向に配置される二つの側面１１に隣接し、二つの側面１１は
、順次同様に底面１０の相対的に短辺１２と隣接する。従って、底面の長辺９と短辺１２
は、包装容器１の底部の角端部と一致する。
【００１４】
　包装容器１はまた、底面１０と平行な平面を占め、包装容器１に収納される煙草箱２を
取出すことが出来る通路を提供する、１３で表示される矩形外形のアクセス開口部を含む
。
【００１５】
　図面で見分けられるように、二等辺台形の外形の正面７と後面８とは、底面１０によっ
て占められる平面に垂直な平面を占める。二つの台形面７と８の各々は、底面１０の長辺
９に隣接する長い底辺７ａと８ａ、開口部１３の長辺に隣接する短い底辺７ｂと８ｂ、及
び相対的な側面１１に各々が隣接する二つの角をなす辺７ｃと８ｃを含む。
【００１６】
　二つの側面１１は、矩形の外形をなし、底面１０によって占められる面に対して相対的
に傾く。さらに、各側面１１は、アクセス開口部１３のそれぞれの短辺に隣接する上端部
１１ａ、底面１０の短辺１２に隣接する底端部１１ｂ、及びそれぞれの正面７又は後面８
の１つの角をなす辺７ｃ又は８ｃに各々が隣接する二つの側端部１１ｃを含む。
【００１７】
　実際には、側面１１が、開口部１３に向かって上方向に収斂するならば、各底端部１１
ｂは、鋭角な角端部に一致し、一方各上端部１１ａは、鈍角な角端部に一致する。
【００１８】
　図１の例示において、硬質の包装容器１は、外形が開口部１３の外形に一致する上面１
４を含む。要するに、上面１４は、開口部１３と同一寸法の矩形外形を示し、底面１０の
寸法より小さい。
【００１９】
　包装容器１の上面１４は、前述の短い底辺８ｂと一致する蝶番線「Ａ」に沿って後面８
に接合され、従って、底面１０に平行に配置され開口部１３を閉鎖する（添付図面に示さ
れていない）閉じられた位置と、開口部１３から間隔を置く（図１のような）開いた位置
との間を移動することが出来る。
【００２０】
　図３の例示において、硬質の包装容器１には、図１のような上面１４が備えられない。
この場合に、開口部１３は覆いの無いままであり、包装容器１に収納された煙草箱２は見
える。
【００２１】
　述べられた例示（図１と３）のいずれにおいても、硬質の包装容器１は、ポリプロピレ
ンのような透明で熱収縮する材料から形成される、外側の保護カバー又は上包み材を備え
ることもまた出来る。図３の例示において、結果的に、包装容器１が開口した上部を有す
る場合に、同じ包装容器に収納された煙草箱２は、上包み材によって所定の位置に保持さ
れる。
【００２２】
　さらに図１と３を参照して、想像線で示された煙草箱２は、１５で表示される少なくと
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も一つのグループを形成するために、相互に平行で接して、それぞれの包装容器１内に配
列される。組立てられたグループ１５は、角柱の形状から成り、包装容器１の台形の長手
方向断面に一致する断面を示す。
【００２３】
　煙草箱のグループ１５は、それぞれの側面４が、底面１０の内面に向けられ、その上に
置かれ、それぞれの三角形の端部面６が、前面７と後面８の内面に向けられて配置される
煙草箱２の第一列１５ａを包含する。この場合に、第一列１５ａの煙草箱２は、開口部１
３の方向に向けられたそれぞれの角端部によって並んで配置される。
【００２４】
　グループ１５はさらに、それぞれの側面４が、アクセス開口部１３に向けられ、それに
面し、それぞれの三角形の端部面６が、前面７と後面８の内面に向けられて配置される煙
草箱２の第二列１５ｂを包含する。この第二列１５ｂの煙草箱２は、底面１０の方向に向
けられたそれぞれの角端部によって配置される。
【００２５】
　第二列１５ｂの各煙草箱２は、第一列１５ａの二つの対応する煙草箱２の間に挟まれて
置かれることが分かるだろう。その結果、第二列１５ｂを構成する煙草箱２の数は、第一
列１５ａを構成する煙草箱２の数より少ない。
【００２６】
　例えば図１と３に示されるように、グループ１５は、九つの煙草箱２を含み、その内五
つは、第一列１５ａを、及び四つは第二列１５ｂを構成する。
【００２７】
　包装容器１は、第一列１５ａの煙草箱の間に挟まれて置かれる第二列１５ｂの煙草箱に
よって配列される、任意に与えられた数の煙草箱２を収納するように寸法を加減してもよ
い。
【００２８】
　図４の例示において、煙草箱２は、一つが別の上部に配置される二つのグループ１５を
形成するように包装容器１の内部に配列され、台形外形の長手方向断面を示す角柱形状の
単一グループを構成する。この場合は、上部グループ１５の第一列１５ａは、底部グルー
プ１５の第二列１５ｂと同数の煙草箱２になる。
【００２９】
　図２を参照して、包装容器１は、包装材料の平らな打抜きの半製品１６から形成され、
その構成部品は、包装容器１の対応する部品を表示するために使用される番号と、きっち
り同一の番号を使用することが可能な場所に表示されるだろう。
【００３０】
　半製品１６は、ほぼ矩形で、対称軸線１７が長手方向の主軸線「Ｌ」を横断して横方向
に配置され、二つの横方向の折り目線１８と１９と、さらに前述の長手方向の軸線「Ｌ」
と平行して延伸する複数の長手方向に延在する予め折り曲げられた折り曲げ部２０、２１
、２２及び２３を含む。当の折り曲げ部２０、２１、２２及び２３は、横方向の折り目線
１８と１９との間に延在し、完成された包装容器１の対応する面７、８、１０及び１４と
それぞれに一致する、複数の長手方向に延在するパネル７’、８’、１０’及び１４’の
、同様に、少なくとも一つの長手方向に接続折り返し片１４ａの境界を設定する。
【００３１】
　前述の長手方向に延在するパネルの少なくとも一つは、向き合う端部でほぼ矩形外形の
二つの端部の折り曲げ部１１’と結合する。実際には、二つの端部の折り曲げ部１１’は
、前述の横方向の折り目線１８と１９に沿って、図２で示すように、包装容器の底面１０
に対応する平らな半製品の中央パネル１０’に接合される。
【００３２】
　利点として、中央パネル１０’の両方の辺に配置された少なくとも二つのさらなるパネ
ル７’と８’が、両端部のそれぞれに舌状部２４を備え、舌状部２４は、包装容器１の側
面１１を確立するために結合されるそれぞれの端部の折り曲げ部１１’と、最終的に接続
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される。
【００３３】
　舌状部２４を有し、包装容器１の前面７と後面８とそれぞれに一致するパネル７’と８
’は、底面１０の長辺９と各々一致する、それぞれの長手方向に延在する予め折り目を付
けられた折り曲げ部２０と２１に沿って中央パネル１０’と結合する。
【００３４】
　結果的に、一度、半製品が、折り曲げ部２０と２１に沿って曲げられ、表示された７’
と８’のパネルの境界が設定され、端部の折り曲げ部１１’が、横方向の折り目線１８と
１９に沿って曲げられると、舌状部２４は、端部の折り曲げ部１１’の内面に提供できる
。舌状部２４は、横方向の折り目線１８と１９のそれぞれの末端部１８ａと１９ａに沿っ
て都合よく曲げられ、それを介して、同一の舌状部２４は、関連するパネル７’と８’に
接合する。
【００３５】
　図１と４で分かるように、舌状部２４は、二つの側面１１を形成するために、関連する
端部の折り曲げ部１１’の内面と結合される。
【００３６】
　端部の折り曲げ部１１’を曲げる段階は、横方向の折り目線１８と１９の末端部１８ａ
と１９ａとが一列整列になるように各々の折り曲げ部を回転することを含み、折り曲げ部
は前面７と後面８の角をなす辺７ｃと８ｃに一致する。従って、端部の折り曲げ部１１’
は、既に述べられた方法で傾けられ、側面１１の組立は完成する。
【００３７】
　さらに、図１の例示によって示される包装容器を作り出す、図２に図解される半製品１
６の形成する部分は、包装容器１の後面８となるパネル８’から延伸するパネル１４’で
ある。
【００３８】
　当のパネル１４’は、包装容器（図１）の上面１４と一致し、蝶番線「Ａ」を備える長
手方向に延在する予め折り目を付けられた折り曲げ部２２を介して隣接するパネル８’と
接合し、同一の上面１４は、蝶番線の周りに前述した開いた位置と閉じた位置との間を回
転する。
【００３９】
　接続折り返し片１４ａは、後面８を画定するパネル８’と結合する辺と反対側の辺で、
上面１４を画定するパネル１４’と結合する。
【００４０】
　接続折り返し片１４ａは、二等辺台形の外形を示し、上面１４の一つの長辺と一致する
予め折り目を付けた長手方向に延在する折り曲げ部２３に沿ってパネル１４’と接合する
。
【００４１】
　図１でより有利に示されるように、折り返し片１４ａは、上面１４が閉じた位置にある
時に、前面７の内面に提供される。
【００４２】
　包装容器１は、予め折り目が付けられた長手方向に延在する折り曲げ部２０、２１、２
２及び２３によって提供される長手方向の角端部を有し、角端部は丸くされる又は面取り
されるかもしれない。同様に（特許文献２で開示され、全記述を備えることの利益におい
て参照することによってここに組込まれる、煙草箱の場合のように）、横方向の折り目線
１８と１９によって作られる幅広い横方向の角端部は、非直線端部であり、再度丸くされ
る又は面取りされるだろう。代替として、若干数の長手方向の角端部と若干数の横方向の
角端部とが、非線形であり、それ故に、同一の容器内で長手方向と横方向の両方の、非線
形で丸くされた又は面取りされた角端部を併用する。
【００４３】
　上述の包装容器１は、重要な利点を提供する。



(7) JP 5001061 B2 2012.8.15

10

20

【００４４】
　第一に包装容器１は、馴染みの直方体形と明確に異なる形状の煙草箱２に適合すること
が可能である。実際に、この場合に述べられ図解された煙草箱２は、三角形断面の輪郭を
示す。
【００４５】
　加えて、包装容器１は、平らな半製品１６から形成され、それは一枚で作り出すことが
出来き、その結果利点として、相対的に限定された量の材料を使用する。それ故に、包装
容器１は、構造的に簡潔で、製造するのに経済的である。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明に従う硬質の包装容器の第一実施形態を、斜視図で図解する。
【図２】図１の包装容器を形成するための打ち抜きの半製品の平面図である。
【図３】本発明に従う硬質の包装容器の第二実施形態を、斜視図で図解する。
【図４】図１の包装容器のさらに代替の実施形態を、斜視図で示す。
【符号の説明】
【００４７】
　１　　包装容器
　２　　煙草箱
　７、８、１０、１１、１４　　包装容器の面
　７’、８’、１０’、１４’　　長手方向に延在するパネル
　１１’　　端部の折り曲げ部
　１３　　アクセス開口部
　１４ａ　　折り返し片
　１５　　グループ
　１６　　半製品
　２４　　舌状部
　Ｌ　　長手方向の主軸線
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